
戸　籍　短　信

ことし4月1日から法の改正により、出生・死亡の届出

地がいままでの事故発生地から、本籍地、所在地、事件発
生地のどこでもよいようになりました。

′誓聖霊慧＿通。その他二通
＼′七れ以外の戸籍届出はいままでどおりです。
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Ｓ45年度一般会計

歳入・歳出予算

金

昭
和
四
十
五
年
度
水
巻
町
予
算
は
六

月
二
十
五
日
、
昭
和
四
十
五
年
第
三
回

水
巻
町
議
会
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
九
億
七
千
二
百

六
万
二
千
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予

算
額
（
前
年
度
比
三
・
六
％
）
を
三
千

三
百
六
十
万
四
番
ほ
ど
上
回
っ
て
い

ま
す
。
舟

歳
入
面
を
み
て
み
ま
す
と
、
こ
こ
数

年
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
た
町
税
は
、
前

年
度
よ
り
も
二
千
三
百
八
十
万
五
千
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
個

人
所
得
が
伸
び
て
き
た
こ
と
を
し
め
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
国
か
ら
く
る
金
で
あ

る
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
と
町
債

な
ど
が
主
な
財
源
と
し
て
町
の
財
政
を

支
え
て
お
り
、
本
町
の
財
政
が
依
然
と

し
て
苦
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。こ

の
苦
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
歳

入
面
で
は
で
き
る
だ
け
一
般
経
常
費
を

お
さ
え
、
町
勢
振
興
の
た
め
に
投
資
的

経
費
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
、
そ
の
経

費
が
全
予
算
に
占
め
る
割
合
は
約
五
二

・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
予
算
に
み
る
こ
と
が
で
き
る

憂
点
施
策
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

。
机
小
学
校
陸
橋
設
置
工
事

。
猪
熊
入
柳
繰
改
艮
工
事

・
頃
未
釜
ケ
谷
線
、
和
田
鶴
ノ
後
線
簡

易
舗
装
工
事

。
車
返
線
、
机
五
代
線
舗
装
工
事

上
革
田
改
良
住
宅
工
事

。
机
小
学
校
防
音
工
事

・
猪
熊
小
学
枚
防
音
工
事
調
査

・
水
巻
中
学
校
防
音
工
事

学
校
・
道
路
・
住
宅

な
ど
の
建
設
に
重
点
的
に
支
出

ひと　り　当　り使われるお金は

3万5，650円

お　さ　め　る　お金は4，415円

1

．‥　　．　　．　‥　　　　　！一　　　　　　　　　　　　　・　　　　　一　　　　　　　　　　　一・一一一一・一・一一一Ｊ



・
1
1
ｉ
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
．
．
1
1
．
・
1
1
一
」
」
」
」
1
1
Ｊ
．
一
1
－
．
】
1
′
“
Ｊ
一
1
1
1
。
．
．
、
一
1
－
」
．
1
．
Ｈ
．
1
．
1
1
－
．
．
1
」
．
1
．
コ
1
Ｆ
●

昭和45年6月25日

六
月
七
日
頃
末
小
学
校
で
、
第
九
回
水
巻
町
青
少
年
競
宙
大
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、
書
道
を
と
お

し
て
の
情
操
豊
か
な
人
間
形
成
と
、
あ
わ
せ
て
ひ
ご
ろ
練
習
し
た
技
量

の
発
表
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

入
選
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

評
一
堂
首
と
紙
面
一
ば
い
に
書
き
あ
げ

寸
断
の
油
断
も
な
く
快
作
。

小
学
三
年
　
宮
ノ
下

つ
か
も
と
　
し
の
ぶ

評
　
の
び
の
び
と
し
て
、
筆
力
も
じ
ゆ

う
ぶ
ん
。
全
体
の
ま
と
ま
り
も
見

事
。
名
前
も
立
派
で
あ
る
。

中
学
二
年
　
吉
田
三
　
安
永
初
美

天
賞亭

田
か
よ
（
二
町
）
が
崎
小
百
合

（
吉
田
三
）
、
河
島
ま
さ
え
（
古
賀

区
）
、
水
城
か
つ
え
（
古
賀
区
）
、

吉
武
光
治
（
高
松
区
）
、
馬
渡
和
子

（
梅
ノ
木
区
）
、
中
川
康
代
（
猪

町
）
、
前
田
里
美
（
古
賀
区
）
、
石

谷
実
（
高
松
区
）
、
下
窪
信
一
（
高

松
区
）
、
吉
岡
優
子
（
古
賀
区
）
、

佐
藤
敏
之
（
梅
ノ
木
区
）
、
柴
田
留

美
子
（
古
賀
区
）
、
中
松
智
子
（
吉

田
二
）
、
牛
尾
百
草
（
下
二
町
）

地
　
賞

松
本
な
お
こ
（
古
賀
区
）
、
荒
木
武

志
（
高
松
区
）
、
川
合
ゆ
か
り
（
古

賀
区
）
、
船
津
教
（
二
町
）
、
安
永

昌
仁
（
吉
田
三
）
、
石
田
み
ゆ
き

（
頃
末
）
、
佃
真
由
美
（
猪
熊
）
、

樋
口
ふ
き
子
（
猪
町
）
、
摺
出
由
香

（
宮
ノ
下
）
、
盛
田
敬
子
（
下
ニ
）

永
芳
美
千
代
（
猪
町
）
、
朝
倉
秀
美

（
頃
宋
）
、
豊
沢
直
美
（
下
二
）
、

田
中
伸
子
（
宮
ノ
下
）
、
久
保
真
由

美
（
梅
木
区
）
、
牛
尾
琢
司
（
下
二

町
）
、
中
原
幸
恵
（
梅
木
区
）
、
竹

れ
一
再
真
奈
美
（
二
町
）
、
坂
本
洋
子

（
机
社
宅
）
、
石
橋
一
誠
（
猪
町
）

三
宅
久
美
子
（
三
γ
頭
区
）

入
　
賞

徳
重
ま
り
手
（
猪
熊
）
、
片
岡
良
平

（
下
二
町
）
、
千
々
和
信
子
（
二
）

行
正
か
ず
子
（
下
二
町
）
、
工
藤
八

千
代
（
高
松
区
）
、
水
城
由
美
（
梅

木
区
）
、
和
田
美
保
子
（
み
ず
ほ
）

鍬
田
由
美
（
高
尾
区
）
、
安
井
み
さ

よ
（
高
松
区
）
、
徳
重
真
弓
（
猪

熊
）
、
福
田
由
紀
（
二
）
、
光
末
恵

美
（
二
町
）
、
坂
本
佐
和
子
（
机
社

宅
）
、
渡
辺
彰
子
（
頃
末
）
、
平
川

博
子
（
古
賀
区
）
、
山
本
理
恵
香

（
下
二
町
）
、
尾
仲
る
り
子
（
宮
田

こ
、
中
島
利
弘
（
古
賀
区
）
、
淵

野
正
行
（
古
賀
）
、
秋
山
博
文
（
吉

田
区
）
、
佐
久
間
和
子
（
蘭
松
区
）

山
本
恵
子
（
頃
末
）
、
平
石
聖
子

（
梅
木
区
）
、
田
葉
一
（
高
松
区
）

苗
木
実
（
二
町
）
、
右
膝
祐
子
（
梅

木
区
）
、
安
艶
扶
美
（
頃
未
）
、
原

田
千
津
子
（
猪
熊
）
、
岩
崎
桃
代

（
吉
田
区
）
、
山
口
光
章
（
頃
未
）

イ

恐
ろ
し
い
シ
ン
ナ
ー
遊
び

健
全
な
青
少
年
を
感
の
道
に

シ
ン
ナ
ー
遊
び
は
、
こ
れ
自
身
犯
罪

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び

を
お
ぼ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
制
心

が
な
く
な
り
、
金
ほ
し
さ
の
た
め
、
盗

み
・
暴
力
な
ど
の
罪
を
お
か
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
シ
ン
ナ
ー
遊
び
の
副
作
用
は
恐

ろ
し
く
、
健
全
な
青
少
年
を
廃
人
に
し

た
り
、
死
に
追
い
や
り
ま
す
。

こ
の
た
め
早
く
発
見
し
て
、
シ
ン
ナ

ー
遊
び
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

青
少
年
か
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
態
の
と

き
は
、
シ
ン
ナ
ー
や
ポ
ン
ド
遊
び
を
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
背
少
年
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
近
く
の
派
出
所
か
、
町
教
育
委
員

会
（
⑳
。
惚
〇
三
）
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
　
ヽ

シ
ン
ナ
ー
や
ポ
ン
ド
遊
び
の
あ
と
は

☆
酒
に
よ
っ
た
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
し
て

い
る
か
、
ぐ
っ
た
り
と
す
わ
り
こ
ん

で
い
る
。

☆
目
が
ド
ロ
ン
と
し
て
い
る
。

☆
爵
す
と
き
ロ
レ
ッ
が
ま
わ
ら
な
い
。

☆
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
な
る
。

☆
吐
く
息
や
服
、
所
持
品
な
ど
か
ら
シ

ン
ナ
ー
の
に
お
い
が
す
る
。

ま
た
一
度
に
多
く
使
用
す
る
と
急
性

中
毒
を
お
こ
し
死
ぬ
場
合
が
あ
り
ま

す
。

水
巻
町
職
員
採
用
試
匪
お
お
し
ら
せ

☆
待
遇
・
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
水
☆
詳
細
に
つ
い
て
は
受
付
の
場
所
に
よ

巷
間
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
　
く
聞
き
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
消
防
職
、
這
職
、
労
務
職
）
に
☆
隣
組
回
覧
を
致
し
ま
す
の
で
受
験
希

よ
る
給
与
を
支
給
し
ま
す
。
　
　
　
望
者
は
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
開
放

水
の
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

に
遊
泳
禁
止
地
区
を
つ
く
る
だ
け
で
な

く
、
水
に
な
れ
て
泳
げ
る
よ
う
に
、
ま

た
健
全
な
遊
び
の
育
成
を
目
ざ
し
て
、

水
巻
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
夏
休
期
間

一
中
、
中
学
生
の
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り

開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
中
学
生
に

水
巻
中
学
校

☆
時
間
午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で

☆
期
間

七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
五
日

ま
で
（
八
月
十
三
日
か
ら
八
月
十
六

日
ま
で
の
四
日
間
は
除
く
）

☆
対
象
者
　
町
内
中
学
生

職　 別 人
員

．性
別

資　　　　 格 試験の
種　 燥

受付
期間

受付
場所

提　 出
書　 類－

消防吏員
2

男

滴18才から25才
（日太国籍）身
長・体重 ・視力

・聴力などに制

学科

°
面接

体力

7月13
日から

水巻
町消

消防署
に問い
合わせ

．のこと
名 限あり、水巻在

住者又は採用後 7月17 防水
部

水巻町に住むこ
とができる人

日まで ⑳3001

保　 母
3

女
保母の資格を有 作文

上に
同じ

水巻
町無

住民票
（謄太）

名 する人 而接 務課
人事
係

と申込
書

用務員

（保育所
給食を
含む）

1
女 満45才までの人

作文
°

上に 上に 上に

名 面接 同じ 同じ 同じ

〝
造
花
の
ブ
ロ
ー
チ
″
最
優
秀
作
品
に

…
…
利
益
は
不
幸
な
人
に
妻
≡
雲
ｌ

評
　
骨
力
に
み
ち
た
作
。
行
書
と
し
て

の
体
を
得
て
お
り
括
法
も
正
し

ー
．
Ｈ
Ｙ

選

　

者

　

評

下
学
年
に
は
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
元

気
な
作
品
が
多
く
、
力
量
伯
仲
の
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

特
に
四
年
生
以
上
は
即
席
き
ど
う
と

し
て
は
立
派
な
作
品
が
多
く
、
ひ
ご
ろ

の
修
練
の
た
ま
も
の
で
あ
ろ
う
と
恩
っ

た
。

福
岡
県
美
術
協
会
会
長
、
北

九
州
市
書
道
連
盟
副
会
長

青
柳
静
波

遠
賀
郡
内
身
障
者
作
品
展
示
会
が
六

月
十
三
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。下

半
身
マ
ヒ
の
石
橋
イ
ノ
さ
ん
（
七

十
五
才
、
猪
熊
町
住
）
が
出
品
し
た
造

花
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

娘
さ
ん
が
洋
裁
を
や
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
布
切
れ
や
、
毛
糸
の
ク
ズ
右
見

て
、
何
か
役
立
つ
方
法
は
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
思
い
つ
い
た
の
が
こ
れ

ら
を
利
用
し
て
の
造
花
作
り
。
作
り
始

め
て
こ
と
し
で
三
年
目
。
だ
れ
に
教
わ

っ
た
の
で
も
な
く
す
べ
て
自
分
の
創
意

工
夫
で
作
る
。

い
ま
ま
で
作
っ
た
作
品
は
約
六
百

個
。
お
得
意
は
造
花
の
ブ
ロ
ー
チ
。

人
に
あ
げ
て
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
楽

の
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
受
賞
を
機
に
石
橋
イ
ノ
さ
ん

は
、
「
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
造
花
作

り
に
白
借
が
で
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で

無
料
で
わ
け
て
い
た
の
を
こ
れ
か
ら

は
、
欲
し
い
人
に
安
く
わ
け
て
や
り
、

利
潤
が
あ
れ
ば
そ
の
分
を
、
わ
た
く
Ｌ

よ
り
も
不
幸
な
人
の
た
め
に
寄
付
し
た

い
…
…
。
」
と
、
身
障
者
と
は
と
て
も

思
え
な
い
ほ
ど
明
る
い
表
情
で
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

石
橋
さ
ん
の
下
半
身
が
完
全
に
マ
ヒ

し
た
の
は
二
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
。
食
事

か
ら
家
事
い
っ
さ
い
の
め
ん
ど
う
み
る

の
は
ど
主
人
の
虎
次
さ
ん
。

ど
主
人
の
趣
味
は
俳
句
と
菊
づ
く

り
、
最
近
の
作
と
し
て
は

☆
短
日
や
家
事
も
身
に
つ
き
寮
者
と
る

☆
寒
明
く
る
妻
看
な
が
ら
の
日
々
の
家

事
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昼

間

ぐ

っ

す

り

と

仮

み

ん

所

の

開

設

写真上、最優秀賞のタテを手にした石橋さん

下、造花のブローチ
＼、

昭
和
四
十
四
年
に
休
養
室
（
仮
み
｛

所
）
を
開
設
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
夜
間

勤
務
者
か
ら
大
変
喜
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
も
気
候
不
順
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
夜
間
勤
務
さ
れ
る
人
の

明
日
へ
の
余
力
を
挙
っ
ぺ
く
、
次
の
と

お
り
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

☆
開
投
期
間
六
月
一
日
か
ら

☆
利
用
時
間
午
前
九
時
～
午
後
九
時

☆
料
　
金
　
六
月
…
ひ
と
り
あ
た
り

三
十
円
七
月
以
降
、
ひ

と
り
当
り
五
十
円

☆
利
用
条
件
夜
間
勤
務
（
三
交
代
）

を
さ
れ
て
い
る
人
。

夜
間
勤
務
証
明
寮
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

☆
そ
の
他

湯
茶
は
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

辞
条
件
な
ど
細
部
に
つ
い
て
は
直
接

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑳
　
四
一
九
一

日
庚
専
　
六
四
六

っ
っ
し
ん
で
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

－
盲
溜
溜
壌
返
し
堪
え
小
林
正
森
（
伊
佐
座
）
小
林
腐

多
額
の
舎
闇
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
裾
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

散
大
貝
タ
メ
ヨ
様
（
猪
熊
）
大
風

重
男
様
、
故
土
屋
ト
メ
様
（
新
年

街
）
村
尾
藤
満
様
、
故
桜
木
伊
勢
吾

様
（
頃
末
）
桜
木
岩
伝
様
、
故
徳
重

一
雄
様
（
猪
熊
）
徳
永
妙
子
様
、
故

棟
、
故
村
上
秀
樹
様
（
中
間
市
）
村

上
美
智
子
様

お

し

ら

せ

無
線
墳
墓
の
改
葬

・
基
地
所
在
地
　
福
岡
県
筑
紫
郡
筑

紫
野
町
大
字
杉
塚
字
岩
の
本
二
七

〇
の
一

・
改
葬
理
由
　
道
路
建
投
の
た
め

・
改
葬
先
福
岡
県
筑
紫
野
町
大
字

塔
の
原
字
脇
田
教
円
寺

・
届
出
期
日
　
昭
和
四
十
五
年
七
月

二
十
三
日

・
届
出
先
福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野

町
大
字
二
日
市
七
五
三
の
一
筑

紫
野
町
役
場
財
政
課

・
基
地
所
在
地
福
岡
県
筑
紫
郡
筑

紫
野
町
大
字
山
家
字
小
要
撃
石

一
四

・
届
出
期
日
　
昭
和
四
十
五
年
七
月

二
十
三
日

・
届
出
先
　
福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野

町
大
字
二
日
市
七
五
三
の
一
筑

紫
野
町
役
場
財
政
課

ｉＬ∴こ．ふ．－ふれ、、・．。．．＿　＿、　＿＿　＿，1．＿＿．‥＿＿＿‥＿　∴＿＿．＿＿＿、－．＿．＿＿．．．＿．＿＿‥－、＿＿　＿．血．．＿．．＿＿．山．　　　　＿ム　▼＿　Ａ．▼一ヱ」＿．－　＿＿▼．．


